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申　東赫さん（韓国）/SHIN DONG HYEOK

その他 合計

小平国際学生宿舎寮生・地域交流実行委員会

ＩＳＤＡＫポイントカードプロジェクト

平成25年5月1日～平成26年1月31日

一橋学園駅周辺８商店会

地域住民・企業等
参 加 者

外国人留学生

写真貼り付け用

11月9日(土)歓迎式後に全員で記念撮影

小平市学園西町には一橋大学など国立4大学の
留学生が入寮する小平国際学生宿舎
International Studennt Dormitory of Kodaira（ＩＳ
ＤＡＫ） があります。将来を担う世界各地からの
留学生と地域との結びつきを深めることにより、
留学生に対しては地域への理解を深めてもら
い、他方、地域住民には多文化共生社会の実現
に寄与してもらうことを狙いとして、このプロジェ
クトを立ち上げました。

１．スタンプラリー
　　一橋学園駅周辺の８つの商店会からこのプロジェクトに協力していただける加盟店を募り、加盟店で買い
物をするとカードにスタンプ1個を捺してもらうこととしました。スタンプ3個でスタンプカードと参加賞を交換し、
夏と冬の年2回、景品の抽選会を行いました。地元商店街での購買促進とささやかな留学生支援の効果を期
待しています。冬は1月11日(土)のＩＳＤＡＫにおける留学生と市民との餅つき交流パーティ会場で抽選会を行
いました。
２．商店街ツアー
　　4月と10月に新寮生が入寮しますので、その時期に合せて、ボランティアが商店街を案内する商店街ツ
アーを実施します。秋季は11月9日(土)の小平市産業まつりに合せて実施し、留学生41名が参加しました。ま
た、学生側からの提案を基に加盟店の協力を得て「食べ歩き・飲み歩きツアー」を実施し、留学生には大変
好評でした。ツアーの最後は産業まつり会場に行き、市長・議長・商工会長による歓迎式に臨み、その後各
自、産業まつりを楽しんでもらいました。

１１月９日はISDAKで小平市ツアーに友達と一緒に出掛けました。私は韓国の成均館大学校から来た交流学
生ですので、２０１３年９月２４日に東京に来たばかりでした。まだ、日本と小平の町になれずにばたばた慌て
ながら生活していったら、いつの間にか１か月が過ぎました。まだ、小平市に何があるのかよくわからなかっ
たので、ぜひ小平市ツアーに参加しようと思いました。小平市ツアーはグループに分かれてグループごとに
小平市の隅々まで一緒に冒険しました。ツアーをしながら今まで知らなかったお店とか町を探検してもっと小
平市について分かるようになりました。そして、一番楽しかったのはそれぞれの店に入って美味しいグルメを
ただで味わいました。笑。小平市ツアーのおかげで私は今誰よりも小平市について自信満々になりました。
笑。小平市は本当にきれいな町です。人々の間では暖かい情があふれている美しい町です。今は小平市が
日本の中で一番好きです。そして、小平市ツアーのおかげでもっとこの町が好きになって、今東京に来たば
かりの留学生のみなさんにお勧めです。ぜひ、小平市ツアーに参加してください。＊＾＾＊



アヴェラル　ペドロさん（ブラジル）/Pedro Avelar

I believe the street tour was a very precious chance to all the participants. As a student
staying for a long period, it might feel like something that could be done any time, but
never really happens; for students who have only one year in Japan, it must be an even
more meaningful experience. Foreign residents, even more than national residents, tend
to get most of their info from the internet, and as such it's very easy to end up knowing
the big downtown department stores and not the better quality local services, which is a
waste at the very least from a economic point of view. The connections this street tour
makes are of great help to fix that problem, I'd say.


